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問題および目的
文部科学省の2015年度学校基本調査（速報）の結
果によると，日本における過年度卒業者を含む大学
進学率は51.5％であった。人間の発達段階の一つで
ある青年期と，大学生活を過ごす時期には重なりが
あり，大学進学率の上昇も相まって，大学生を取り
巻く環境は日々変化していると言えよう。 堤
（2001）は，大学生という時期を「社会的に承認さ
れたモラトリアムの中で，高校生以前の与えられた
生き方から解放され，改めて主体的な自己を模索す
る自由と，それと同時に突き放された寂寥感の中で
戸惑っている感さえ見られる時期」であると指摘し
ていると同時に「人生で最も多彩で起伏に富んだ時
期」とも位置付けている。
青年期は，“自分探し”の時期であり，アイデンティ
ティを確立することが課題とされ，この過程におい
ては様々な悩みや葛藤に直面し，不安や苛立ち，
反抗など精神的に不安定な状態に陥りやすい（向,
2013）。加えて，グローバル化が進み，現代社会を
生きる我々は，日々の生活の中でさまざまな面にお
いていろいろな国や文化と接触する機会を得られる
ようになった。このような時代背景から，自らの生
まれ育った国で確立された自己が，他国や他文化に
接することで揺らいでしまう可能性があると言える
のではないだろうか。青年期の自己形成においても，
グローバルな視点からの援助が求められるであろう
が，そのような観点からの研究はあまり見られない。
また，我々は身近な他者への理解だけでなく，異文
化で生きる人々への理解をより深めていかなければ
ならない時代を生きており，そうしたことを反映さ
せ自己形成をしていくことが，国や文化を超えた相
互理解へとつながると考えられる。他国あるいは他
文化において育った人々との相互理解の妨げとなる
のは，主に自国の文化に基づいた価値観によるもの
ではないだろうか。そこで，心理的な諸問題につい
ての社会文化的な比較検討からの知見が，青年期の
さまざまな課題に対する援助により有効であろう。
さらに，現代社会はストレス社会でもあり，そこ
でストレスを抱えることは青年期における健康な自
己形成につながりにくいと考えられる。したがって，
本研究では，青年期の大学生が日常生活においてど
のようなことをストレスであると感じるのか，つま
りストレッサーと，それへの対処であるストレスコー
ピングについて社会文化的な比較検討を行い，青年
期の自己形成への援助に示唆を得ることを目的とす
る。
青年期の様々な問題を考慮し，大学は心理相談を
受け付けたり，ピア・サポートの体制を整えたりす
るなどの対策を取っているが，現状では，不適応や
不登校に陥る学生は少なからず存在していることが
考えられる。また，大学での直接的なサポートを必
要とするほどの事態に置かれていない学生でも，日々
の学生生活においてなんらかのストレスを抱えてし
まうことがあると言えよう。その原因はどのような
ものであるのだろうか。大西・津森（1995）は，自
らが大学で学生相談に携わった経験から，大学生の
主訴や問題として，対人関係に関する悩み，パーソ
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ナリティの問題，家族との関係やトラブル，進路へ
の不安，精神症状による危篤状態などを挙げている。
また，田中・菅（2006）は，近年，大学生活におい
て不適応を起こす学生が存在していることを指摘し
ており，その原因として，不本意入学や，大学にな
じむことができない，講義が面白くないなどの理由
を挙げている。
また，多くの大学生は在学中に就職活動を行うこ
とから，青年期の大学生に対し，就職活動を考慮し
た援助も求められる。文部科学省の平成27年度大
学卒業予定者の就職内定状況調査（2015年10月1
日現在）では，大学（学部）の就職内定率は66.5％
であり，この数値は前年の同じ時期に比べると1.9
ポイント減少している。この調査対象となった学生
からは，経団連による就職活動の日程変更の影響で，
「就職活動が長期化した」という不満の声も聞かれ
た。さらに，就職活動を終わらせるよう企業側が学
生に迫る「オワハラ」の問題も報告されている（朝
日新聞デジタル,2015）。これらは，大学生の就職
活動を取り巻く直近の問題であると言えよう。一方
で，北見（2010）は，希望の企業から内定を得てい
ない者は，内定が得られないことに加え，自分のや
りたいこと，適性が定まっていないことや，周囲の
人を気にして自分と比較してしまうことなどがスト
レッサーとなり，精神的健康に悪影響を及ぼすこと
を明らかにしている。就職活動前から活動中にかけ
て，つねにストレスが生起する可能性と隣り合わせ
である大学生の状況が示されている。
上述したような特徴は，大学進学率が51.5％となっ
た今日の日本以外の国にも当てはまるのであろうか。
例として，中国の大学生の特徴を概観することとす
る。
1979年に人口抑制のために一人っ子政策を開始
した中国は，過保護に甘やかされて育った子どもが
増え，彼らに対し「小皇帝」という呼び名がつくほ
どの深刻な社会問題を抱えた。現代の中国における
大学生も一人っ子政策の只中に生まれており，兄弟
がいないことで子どものときから自分のことばかり
考えて，他人のことを考えない大人になってしまう
ことを彼ら自身が危惧している（佐藤,2006）。し
かし，中国では大学生になるとほとんどの学生が親
元を離れ，大学の寮で共同生活を始める。必然的に
自分のことは自分で考えなければならず，たとえ甘
やかされて育ったとしても，自立の一歩を踏み出す
ことで心境や習慣などになんらかの変化があり，そ
の過程でストレスを抱えてしまう場合もあると言え
よう。また，中国では，長らく就職難の時代が続い
ている。ネットアイビーニュース掲載の上海最先端
レポート（2010）によると，2009年7月1日まで
の統計では，全国の同年度大学新卒者の就職率が
68％で止まっていた。経済発展により多くの求人
が創出されているにもかかわらず，大学新卒者数が
それをはるかに上回っており，この傾向はしばらく
続くと予想されている。人材需要と大卒者の供給の
アンバランスな状況に加え，就活生に渦巻く「不満」
も就職難に拍車がかかっている様子が見てとれる。
人民網日本株式会社事業案内のニュース記事
（2012）では，これまで多くの学生が給料の高い外
資系企業への就職を希望していたが，2008年の金
融危機以後，福利厚生が充実し安定した党体制内部
門で働くことを望むようになってきたという。党体
制内部門とは，党・政府機関，国家機関，国有企業
などを指し，それらへの就職は「親の七光り」がな
ければ難しいとされる。したがって，親のコネや影
響力に与ることのできない学生は，こうした職種へ
の就職をあきらめざるを得ず，就業競争の不公平さ
が学生たちの間に蔓延していることが示されている。
こうした大学生の就職活動に関する問題は，青年
期における自己形成とも関連しているのではないだ
ろうか。アイデンティティ形成の段階では，自身の
将来像を描きにくいことや，やりたいことを見つけ
られにくいことが予想される。日本・中国において
ともに，就職活動を控えている大学生は，厳しい競
争を勝ち抜けるために日々の大学生活を通してさま
ざまな努力をしているであろう。しかし，その過程
において抱えるストレッサーと向き合い，また，適
切に対処していくことができるようになることが自
己形成や精神的健康に望ましい影響を及ぼすと考え
られる。
ここまで，青年期の諸問題について日本・中国の
2か国を概観したが，両国における青年期の大学生
のストレッサーにはそれぞれの社会文化的背景があ
り，ストレスコーピングもそれに応じたものになっ
ていると予想される。
加藤（2000）は，特定のストレスフルなイベント
に対して，特性的コーピング尺度を使用することが
最も適切であるという立場から，大学生用対人スト
レスコーピング尺度の作成を試みている。この研究
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では，ポジティブ関係コーピング，ネガティブ関係
コーピング，解決先送りコーピングの3つの因子
が見出された。しかし，対人ストレスに対するコー
ピングの検討を行うにとどまっており，大学生のス
トレス全般に対するコーピングについては明らかに
されていない。このことからも，大学生が日常生活
においてどのようなことをストレッサーと考えるの
か，また，それに対してどのようなストレスコーピ
ングを行うのかを明らかにする必要があろう。
以上のことから，本研究では日本・中国の大学生
におけるストレッサーとストレスコーピングについ
て比較検討を行い，青年期の大学生の自己形成の過
程で生じる諸問題に対する援助に何らかの示唆を得
ることを目的とする。そのため，日本・中国の青年
期におけるストレッサーおよびストレスコーピング
の特徴を明らかにし，また，その関連を調べること
とする。
以下，日本・中国を日中と表記することとする。
研究1：ストレッサーおよびストレスコーピン
グ尺度の作成
＜予備調査＞
目的
現代の日中の青年期の大学生が日常的に直面する
ストレッサーを多面的にとらえ，両国の大学生特有
のストレッサーを見出すとともに，どのようなスト
レスコーピングを行うのかを調べるため，以下のよ
うな予備調査を行った。
方法
【対象者】
日本：T県の大学生222名
中国：T県の大学に留学中の中国人留学生若干名お
よび中国S市の中国人大学生40名
【調査時期】
2014年12月～2015年1月
【調査内容】
大学生が日常生活で感じるストレッサーと，それ
をストレッサーであると感じる理由およびストレス
コーピングに関する質問項目で構成された質問紙を
用い，自由記述による回答が求められた。また，中
国の大学生を対象とした予備調査を行うに当たり，
まず日本に留学中の中国人大学生を対象に予備調査
を行い，その結果を踏まえて中国での予備調査に臨
んだ。中国の大学生の調査には，日本語の質問文を
中国語に訳したものを使用した。その際，中国語に
訳したものをもう一度日本語に訳すという作業を行
い，質問文の解釈に質的な違いがないかについて検
討を行った。具体的な質問内容は以下の通りである。
①日常生活で感じるストレッサー：あなたは普段の
生活で，どのようなことにストレスを感じますか。
また，感じたことがありますか。以下の場面ごと
にできるだけ具体的にお書きください。
a.対人場面（友人，家族，先生，サークルの知り
合いなどとの関わり）で感じたストレス
b.学業で感じたストレス
c.その他のことで感じたストレス
②ストレスコーピング：①で挙げたストレスについ
て，あなたはどのような対処をしますか。考えら
れるもの，または実行したことがあるものをでき
るだけ具体的にお書きください。
結果
①日常生活で感じるストレッサーについて
ストレッサーについて，日中のそれぞれの回答内
容に細かな違いはあるものの，おおむね共通のカテ
ゴリーにまとめることができた。本研究では日中両
国の特徴を同時に調べることを目的としており，幅
広い視点から項目を作成することをめざし，予備調
査から得られた回答内容については少数意見も反映
させる必要があると考え，以下の9つのカテゴリー
に分類された。
一つ目は，・相手が自分にとって理解できない言
動や行動を何度もとったとき・，・指導教員との意見
が一致しない・などの，人とのかかわりの中で経験
した「価値観の相違」についての内容である。二つ
目は，・陰口を言われること・，・バイト先でお客さん
に理不尽な言いがかりをつけられたとき・などの
「他者からの中傷」についての内容である。三つめ
は，・うまく周りになじめていないと感じるとき・，
・周りの人が冷たいと感じられるとき・などの対人
関係において相手との距離感や関係性そのものへの
不満などの「相手との関係性満足度」についての内
容である。四つ目は，・自分の気持ちが思うように
伝わらなかったとき・，・友達から頼みごとをされる
と，断りにくいとき・などの会話や人間関係に難し
さを感じるという「自己のコミュニケーション・ス
キル」についての内容である。五つ目は，・自分の
思いを相手に口に出して伝えられないとき・，・家族
に自分の考えを理解してもらえないとき・などの
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「自己開示のむずかしさ」についての内容である。
六つ目は，・止むを得ずトラブルの仲介役をやらさ
れるとき・，・同じ寮に住んでいる人との関係につい
て悩んでいるとき・などの，自らの所属や立場への
不適応感や不満からくる「自己の状況，立場」につ
いての内容である。七つ目は，・成績が思うように
伸びなかったとき・，・周りの人の成績が自分より優
れていること・などの「自己の能力・努力の不足」
についての内容である。八つ目は，・アパートの隣
の部屋で夜遅くに騒がれたとき・，・友達ほど生活が
豊かではないと感じるとき・などの「自己コントロー
ル不可能な環境・事象」についての内容，九つ目は，
・勉強しなければならないとき・，・学業の内容がつ
まらないとき・などの「学業そのもの」についての
内容である。
②ストレスコーピングについて
ストレスコーピングについて，ストレッサーと同
様に，日中のそれぞれの回答内容に多少の違いは見
られたが，おおむね共通のカテゴリーにまとめるこ
とができ，以下の6つのカテゴリーに分類された。
一つ目は，・何とか改善されるようアプローチす
る・，・できるだけ積極的な姿勢をとる・などのスト
レスの低減にこだわらず，何らかの対処を行う「ス
トレッサー適応」についての内容である。二つ目は，
・期限に余裕を持ってレポートを作る・，・前もって
準備する・などの，ストレスをなくすために自分な
りに行動するという「解決への積極的対策行動」に
ついての内容である。三つめは，・そのことについ
て考えるのをやめる・，・無視する・などのコーピン
グを放棄するという対処をとる「諦め，逃避」につ
いての内容である。四つ目は，・趣味に没頭する・・
音楽を聴く・などのストレスを忘れるために行動す
る「気晴らし行動」についての内容である。五つ目
は，・友人に相談する・，・家族に話す・などの，信頼
できる他者に援助を求める「他者への援助要請」に
ついての内容である。六つ目は，・特に何もしない・
などの，具体的なコーピングを行うことをしない
「対処なし」についての内容である。
日中両国で回答された項目について，再検討や修
正を行い，最終的に日常生活で感じるストレッサー
については41項目，ストレスコーピング（ストレス
への対処行動）については，38項目が選定された。
＜本調査＞
目的
青年期の大学生が日常的に直面するストレッサー
とストレスコーピングのそれぞれの内容および構造
を調べるためのストレッサー尺度，ストレスコーピ
ング尺度を作成する。そして，日中のそれぞれのス
トレッサーとストレスコーピングにどのような関連
があるかを明らかにし，日本・中国の大学生のスト
レッサーを比較検討するとともに，適切なストレス
への対処法を見出すことを目的とする。
方法
【対象者】
日本：T県の大学生452名
（男性227名，女性225名）
中国：S市の大学生329名
（男性87名，女性242名）
合計781名
【調査時期】
日本：2015年5月18日～2015年5月27日
中国：2015年5月14日～2015年5月16日
【調査内容】
まず，予備調査で収集されたストレッサーに関す
る質問項目，全41項目について，それぞれ「スト
レスだと思う」「ややストレスだと思う」「どちらと
もいえない」「あまりストレスだと思わない」「スト
レスだと思わない」の5件法で回答が求められた。
教示文は以下のように与えられた。
「以下のような場面に遭遇したとき，あなたはその
場面をストレスだと思いますか。最も当てはまる数
字に○を付けてください。」
次に，予備調査で収集されたストレスコーピング
に関する質問項目，全38項目について，それぞれ
「当てはまる」「やや当てはまる」「どちらともいえ
ない」「あまり当てはまらない」「当てはまらない」
の5件法で回答が求められた。
教示文は以下のように与えられた。
「今まで，対人場面（親，友人など）や自分の能
力，将来への不安などのためにストレスを感じたこ
とがあると思います。以下の項目を読み，あなたが
そのような状況にいる場合，どのように考えたり，
行動したりするかを想定して，最も当てはまる数字
に○を付けてください。」
【分析手続き】
まず，ストレッサーにおいての質問項目に対する
―4―
回答を，「ストレスだと思う」5点，「ややストレス
だと思う」4点，「どちらともいえない」3点，「あ
まりストレスだと思わない」2点，「ストレスだと
思わない」1点とし，日本の大学生の回答結果，中
国の大学生の回答結果ともに，プロマックス回転に
よる因子分析を行った。
次に，ストレスコーピングにおいての質問項目に
対する回答を，「当てはまる」5点，「やや当てはま
る」4点，「どちらともいえない」3点，「あまり当
てはまらない」2点，「当てはまらない」1点とし，
日本の大学生の回答結果，中国の大学生の回答結果
ともに，プロマックス回転による因子分析を行った。
結果
1-1.日本の大学生を対象としたストレッサーおよ
びストレスコーピングの因子分析結果について
予備調査の結果をもとに，ストレッサーおよびス
トレスコーピングに関する質問項目を作成し，その
回答について因子分析を行った。
（1）ストレッサーの因子分析結果について
複数因子に高い負荷量を示していたり，負荷量が
低い項目を削除したりした結果，6因子を仮定する
ことができ，17項目を削除し，全24項目となった。
プロマックス回転後の因子パターンはTable1-1-1
に示す。
第1因子は・理不尽な言いがかりをつけられたと
き・，・陰口を言われていることを知ったとき・など
の項目で構成された。この因子は，他者の一方的な
行為により不愉快にさせられたり，納得がいかない
気持ちにさせられたりすることがストレッサーとな
るという内容から，「無思慮心的損傷」と命名され
た。
第2因子は，・同意を得るために，親を説得しな
ければならないとき・，・親との意見の食い違いが多々
あり，接触をさけるようになったとき・などの項目
で構成された。親とのかかわりにおいて，共通の認
識を追い求めるものの，それが難しいために思い煩
い，かかわりをもつことが億劫であるという気持ち
を抱くことがストレッサーとなるという内容から，
「親コミュニケーション葛藤」と命名された。
第3因子は，・互いに高め合い，ともに成長でき
る友人がいないと感じたとき・，・気楽に付き合えて，
一緒にいて楽しいと感じられる人がいないとき・な
どの項目で構成された。この因子は，他者に対して
望むような関係を構築できていないことがストレッ
サーとなるという内容から，「心的共有願望」と命
名された。
第4因子は，・自分がどのような職業に向いてい
るのかわからず進路が定まらないとき・，・自分の将
来像を描けず，将来に希望がもてないとき・という
項目で構成された。この因子は，自分の現状への自
信の無さから将来にまで不安を抱えてしまうことが
ストレッサーとなるという内容から，「自己能力不
信」と命名された。
第5因子は，・公共のマナーを守らない人がいた
とき・，・授業中に，大きな声で私語をする人がいた
とき・などの項目で構成された。この因子は，社会
的に望ましくない行為を分別なく行う他者に対して
嫌悪感を抱くことがストレッサーとなるという内容
から，「無分別他者嫌悪」と命名された。
第6因子は，・自分の思っていることをうまく表
現できず，人に理解してもらえないとき・，・自分の
思いを口に出して相手に伝えられず，もどかしいと
き・などの項目で構成された。この因子は，自分の
意思を相手にうまく伝えられないことがストレッサー
となるという内容から，「意思疎通の失敗」と命名
された。
因子仮定後に Cronbachのα係数を算出したと
ころ，因子ごとのα係数は，第1因子0.777，第2
因子0.716，第3因子0.745，第4因子0.769，第5
因子0.726，第6因子0.700であった。
（2）ストレスコーピングの因子分析結果について
複数因子に高い負荷量を示していたり，負荷量が
低い項目を削除したりした結果，6因子を仮定する
ことができ，17項目を削除し，全21項目となった。
プロマックス回転後の因子パターンはTable1-1-2
に示す。
第1因子は・否定されるようなことを言われたと
きは，その原因を考えて，自分の言動を改める・，
・相手の立場に立って考えることで，相手を理解し
ようとする・などの項目で構成された。この因子は，
自分の考えや言動を改めることによって自身の今後
に何かを見出そうとする内容から，「自己改善」と
命名された。
第2因子は，・友達を誘って外出や買い物をする・，
・誰かと連絡をとってストレスと関係のない話をす
る・などの項目で構成された。この因子は，ストレ
スを感じたときに他者に援助を求めるという内容か
ら，「人的サポート希求」と命名された。
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第3因子は，・相手の態度の改善につながるよう
に，自分の不満や意見をはっきり伝える・，・その場
に望ましくない行動をとっている人に，直接注意す
る・などの項目で構成された。この因子は，自分と
他者の間で意見の違いがあるときや，他者に対して
不満を抱くときに，互いにそれが伝わるようにする
内容から，「対人葛藤収拾」と命名された。
第4因子は，・無視する・，・相手との関係を断ち
切る・などの項目で構成された。この因子は，スト
レスに対して，意識的にかかわろうとしない内容か
ら，「解決断念」と命名された。
第5因子は，・受け流して真剣に考えない・，・期
待通りの結果が得られなかったとしても，気落ちし
ない・という項目で構成された。この因子は，自分
の心のバランスを保とうとする内容から，「平常心
保持」と命名された。
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Table1-1-1日本の大学生のストレッサーに関する項目の因子分析結果（プロマックス回転後）
No項目内容 F1 F2 F3 F4 F5 F6
F1「無思慮心的損傷」
29理不尽な言いがかりをつけられたとき 0.634 -0.055-0.009-0.095 0.160-0.009
13陰口を言われていることを知ったとき 0.619 -0.104 0.078 0.070-0.131 0.017
7意味もなく，理由もなく相手から態度を悪くされたとき 0.604 -0.071-0.005-0.045 0.061 0.059
12価値観を押し付けるような態度をとられたとき 0.556 -0.057-0.055 0.109 0.125-0.076
24心配や気遣いのつもりであっても，自分のコンプレックスに関することに
ふれられたとき 0.495 0.024 0.200-0.037-0.056-0.068
8周囲から他人と比較されたとき 0.481 0.054 0.062 0.024-0.085 0.009
37機嫌や都合が悪くなると，表情に出したり周囲にやつあたりしたりする人が
いたとき 0.427 0.078-0.072-0.003 0.238 0.024
22約束を守ってもらえなかったとき 0.403 -0.002 0.010 0.025 0.297-0.019
F2「親コミュニケーション葛藤」
16同意を得るために，親を説得しなければならないとき -0.252 0.744 0.044-0.045 0.076 0.048
26親との意見の食い違いが多々あり，接触を避けるようになったとき -0.010 0.567 0.041 0.139 0.036-0.075
11親に自分の意見を理解してもらえず、否定的なことを言われたとき 0.306 0.507 -0.068 0.028-0.059-0.008
6親に自分の行動について細かく注意されたとき 0.295 0.499 -0.167-0.108-0.109 0.115
21世代間のギャップから，親とのコミュニケーションを面倒に思ったとき -0.048 0.494 0.138 0.031 0.034-0.082
F3「心的共有願望」
38互いに高め合い，ともに成長できる友人がいないと感じたとき -0.041-0.021 0.809 -0.021 0.089 0.001
33気楽に付き合えて，一緒にいると楽しいと感じられる人がいないとき 0.202 0.064 0.593 -0.015-0.073 0.027
39集団の中で、自分の存在感をあまり感じられなかったとき 0.020 0.054 0.591 0.005-0.019 0.061
F4「自己能力不信」
10自分がどのような職業に向いているのかわからず進路が定まらないとき -0.087 0.063-0.032 0.896 0.043-0.033
5自分の将来像を描けず，将来に希望がもてないとき 0.029-0.051-0.037 0.748 -0.028 0.136
25自分で決めた目標や計画を実行できるかと不安になったとき 0.204 0.026 0.130 0.431 -0.068-0.027
F5「無分別他者嫌悪」
27公共のマナーを守らない人がいたとき 0.128 0.011-0.017 0.049 0.736 -0.042
17授業中に，大きな声で私語をする人がいたとき -0.021 0.036 0.051-0.055 0.723 0.086
F6「意思疎通の失敗」
4自分の思っていることをうまく表現できず，人に理解してもらえないとき -0.018-0.021-0.022 0.087 0.021 0.757
2自分の思いを口に出して相手に伝えられず，もどかしいとき -0.086 0.020 0.144 0.012 0.064 0.646
3自分の考えを否定されたとき 0.300-0.031-0.040-0.044-0.047 0.431
因子間相関
F1
F2 0.520
F3 0.397 0.402
F4 0.418 0.497 0.507
F5 0.400 0.219 0.080 0.099
F6 0.497 0.385 0.455 0.471 0.212
α係数 0.777 0.716 0.745 0.769 0.726 0.700
第6因子は，・自分の良いところを見出し，自尊
心を保つ・，・自分がやれるだけのことはやったと，
自分を肯定する・という項目で構成された。この因
子は，自分を認め，許すという内容から，「自己容
認」と命名された。
因子仮定後に Cronbachのα係数を算出したと
ころ，因子ごとのα係数は，第1因子0.804，第2
因子0.744，第3因子0.723，第4因子0.621，第5
因子0.575，第6因子0.573であった。
1-2.中国の大学生を対象としたストレッサーおよ
びストレスコーピングの因子分析結果について
（1）ストレッサーの因子分析結果について
複数因子に高い負荷量を示していたり，負荷量が
低い項目を削除したりした結果，5因子を仮定する
ことができ，26項目を削除し，全15項目となった。
プロマックス回転後の因子パターンはTable1-2-1
に示す。
第1因子は，・公共のマナーを守らない人がいた
とき・，・授業中に，大きな声で私語をする人がいた
日本・中国の大学生におけるストレッサーとストレスコーピングとの関連についての比較検討
―7―
Table1-1-2日本の大学生のストレスコーピングに関する項目の因子分析結果（プロマックス回転後）
No項目内容 F1 F2 F3 F4 F5 F6
F1「自己改善」
22否定されるようなことを言われたときは，その原因を考えて，自分の言動を改める。 0.809 -0.051 0.003 0.067 0.104-0.175
27相手の立場に立って考えることで，相手を理解しようとする。 0.697 -0.036-0.001-0.053 0.018 0.088
33自分の考え方，発言の仕方，行動を改める。 0.672 -0.032 0.013-0.007-0.071 0.044
30同じミスを繰り返さないように肝に銘じる。 0.591 0.054-0.091-0.009-0.129 0.054
32相手の意見を受け入れ，自分に当てはめて行動してみる。 0.578 -0.046 0.093 0.013 0.072 0.053
37誰かに対して距離感を感じてしまうときは，それまでの自分の言動を思い返し
て関係の改善に努める。 0.493 0.009-0.023-0.108 0.091 0.097
F2「人的サポート希求」
5友達を誘って外出や買い物をする。 -0.156 0.667 0.026-0.066 0.044 0.085
36誰かと連絡を取ってストレスと関係のない話をする。 -0.072 0.616 0.033 0.009 0.111-0.008
15仲間と好きなことをして楽しむ。 0.020 0.616 -0.128-0.153 0.229 0.072
29同じ経験のある友人などと不満・悩みを共有する。 0.228 0.611 0.003 0.087-0.183-0.074
34誰かに相談する。 0.045 0.544 0.132 0.070-0.219-0.064
F3「対人葛藤収拾」
12相手の態度の改善につながるように，自分の不満や意見をはっきり伝える。 -0.011-0.036 0.808 -0.016 0.104-0.041
1その場に望ましくない行動をとっている人に，直接注意する。 -0.076 0.048 0.660 -0.065-0.013 0.056
17相手が自分に対して不満を示したときは，それがどのような不満であるのかを
直接尋ねる。 0.166 0.075 0.512 0.038 0.076 0.004
F4「解決断念」
31無視する。 -0.120 0.059-0.084 0.619 0.130 0.070
11相手との関係を断ち切る。 -0.068-0.072 0.126 0.616 -0.088 0.074
26望みを捨てる。 0.107-0.066-0.107 0.503 0.121 0.015
F5「平常心保持」
21受け流して真剣に考えない。 0.027 0.119 0.001 0.195 0.641 -0.112
19期待通りの結果が得られなかったとしても，気落ちしない。 0.041-0.033 0.152-0.050 0.537 0.071
F6「自己容認」
9自分の良いところを見出し，自尊心を保つ。 0.027-0.001 0.098 0.031-0.050 0.622
14自分がやれるだけのことはやったと，自分を肯定する。 0.081 0.053-0.074 0.116 0.002 0.584
因子間相関
F1
F2 0.472
F3 0.328 0.275
F4-0.207-0.081 0.070
F5-0.057-0.105 0.059 0.112
F6 0.240 0.253 0.313 0.064 0.206
α係数 0.804 0.744 0.723 0.621 0.575 0.573
とき・などの項目で構成された。この因子は，社会
一般の規範や慣習から逸れた他者の行動がストレッ
サーとなるという内容から，「社会的逸脱嫌悪」と
命名された。
第2因子は，・自分の考えを否定されたとき・，
・自分の思っていることをうまく表現できず，人に
理解してもらえないとき・などの項目で構成された。
この因子は，自分の意思を相手にうまく伝えられな
いことがストレッサーとなるという内容から，「意
思疎通の失敗」と命名された。なお，これは日本の
ストレッサー第6因子「意思疎通の失敗」と同じ
項目で構成され，日中においてともにみられるスト
レッサー因子である。
第3因子は，・何度も同じミスを繰り返してしま
い，周りに迷惑をかけてしまったとき・，・努力して
いるつもりでも報われていないと感じてしまうと
き・などの項目で構成された。この因子は，自分の
思う通りの結果が得られずふがいなさを感じること
がストレッサーとなるという内容から，「自己統制
不全感」と命名された。
第4因子は，・自分の望む生き方の実現のため，
試行錯誤しているとき・，・他人の成績が優れている
ことを知り，自分の限界を思い知ったとき・という
項目で構成された。この因子は，自分の生き方をう
まく実現できていないことにより自己の限界を感じ
ることがストレッサーとなるという内容から，「自
己実現疲労」と命名された。
第5因子は，・親に自分の行動について細かく注
意されたとき・，・親に自分の意見を理解してもらえ
ず，否定的なことを言われたとき・という項目で構
成された。この因子は，親から否定されたり干渉さ
れたりすることがストレッサーとなるという内容か
ら，「親過干渉」と命名された。
因子仮定後に Cronbachのα係数を算出したと
ころ，因子ごとのα係数は，第1因子0.764，第2
因子0.799，第3因子0.827，第4因子0.696，第5
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Table1-2-1 中国の大学生のストレッサーに関する項目の因子分析結果（プロマックス回転後）
No項目内容 F1 F2 F3 F4 F5
F1「社会的逸脱嫌悪」
27公共のマナーを守らない人がいたとき 0.835 -0.113 0.039-0.238 0.082
17授業中に，大きな声で私語をする人がいたとき 0.610 0.081-0.337 0.104 0.069
32自分ですべきことであるにも関わらず，すぐに誰かに頼ろうとする人がいたとき 0.600 -0.043 0.199 0.114-0.097
31親に対して素直に感謝することができなかったとき 0.548 0.058 0.156 0.076-0.119
22約束を守ってもらえなかったとき 0.474 0.098-0.040 0.051 0.114
F2「意思疎通の失敗」
3自分の考えを否定されたとき 0.012 0.844 -0.030 0.002-0.042
4自分の思っていることをうまく表現できず，人に理解してもらえないとき -0.071 0.739 0.052 0.010 0.067
2自分の思いを口に出して相手に伝えられず，もどかしいとき 0.077 0.660 0.074-0.101-0.007
F3「自己統制不全感」
35何度も同じミスを繰り返してしまい，周りに迷惑をかけてしまったとき -0.055 0.050 0.859 -0.102 0.074
36努力しているつもりでも，報われていないと感じてしまうとき -0.073 0.033 0.706 0.006 0.125
30課題が難しく，締め切りが近づいてきていても手がつけられないとき -0.004 0.016 0.699 0.147-0.088
F4「自己実現疲労」
20自分の望む生き方の実現のため，試行錯誤しているとき -0.052-0.087-0.029 0.855 0.080
19他人の成績が優れていることを知り，自分の限界を思い知ったとき 0.096 0.085 0.160 0.503 -0.030
F5「親過干渉」
6親に自分の行動について細かく注意されたとき 0.055 0.013 0.036 0.050 0.545
11親に自分の意見を理解してもらえず，否定的なことを言われたとき 0.080 0.008 0.183 0.070 0.502
因子間相関
F1
F2 0.415
F3 0.509 0.660
F4 0.502 0.519 0.611
F5 0.478 0.522 0.590 0.398
α係数 0.764 0.799 0.827 0.696 0.624
因子0.624であった。
（2）ストレスコーピングの因子分析結果について
複数因子に高い負荷量を示していたり，負荷量が
低い項目を削除したりした結果，4因子を仮定する
ことができ，21項目を削除し，全17項目となった。
プロマックス回転後の因子パターンはTable1-2-2
に示す。
第1因子は，・誰かに相談する・，・同じ経験のあ
る友人などと不満・悩みを共有する・などの項目で
構成された。この因子は，他者とのさまざまなかか
わりを通して，自分を慰めたり，肯定したりする内
容であることから，「対人意識的自己維持」と命名
された。
第2因子は，・望みを捨てる・，・無視する・などの
項目で構成された。この因子は，ストレスの解決と
いうよりは，問題状況を等閑する内容から，「解決
閑却」と命名された。
第3因子は，・失敗を恐れずに，目の前のことか
ら順番に挑戦していく・，・期待通りの結果が得られ
なかったとしても，気落ちしない・という項目で構
成された。この因子は，ストレスが生じたときでも
恐れない，気落ちしない，といった強い意志がうか
がえる内容から，「自己指針想起」と命名された。
第4因子は，・態度を改めてもらえるように，先
生・親など，周囲の人に助けを求める・，・その場に
望ましくない行動をとっている人に，直接注意す
る・という項目で構成された。この因子は，直接的・
間接的に他者に関与して問題を解決しようとする内
容から，「他者変化要求」と命名された。
因子仮定後に Cronbachのα係数を算出したと
ころ，因子ごとのα係数は，第1因子0.862，第2
因子0.717，第3因子0.756，第4因子0.501であっ
た。
考察
1.日中におけるストレッサーについて
ここでは，日中のストレッサーについて比較検討
するため，研究1の1-1.（1）および1-2.（1）の結
果についてまとめて考察していく。
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Table1-2-2 中国の大学生のストレスコーピングに関する項目の因子分析結果（プロマックス回転後）
No項目内容 F1 F2 F3 F4
F1「対人意識的自己維持」
34誰かに相談する， 0.820 0.001 -0.152 0.169
29同じ経験のある友人などと不満・悩みを共有する。 0.770 -0.039 -0.125 0.1
15仲間と好きなことをして楽しむ。 0.714 -0.069 0.173 -0.288
8相手の状況を探るため，第三者に助けを求める。 0.653 0.043 -0.144 0.132
22否定されるようなことを言われたときは，その原因を考えて，自分の言動を改める。 0.587 -0.067 0.092 0.119
35良い経験を思い出し，これからの人生に生かす方法を考える。 0.555 -0.153 0.123 0.149
36誰かと連絡を取ってストレスと関係のない話をする。 0.537 0.156 0.018 -0.085
32相手の意見を受け入れ，自分に当てはめて行動してみる。 0.535 0.138 0.205 -0.037
10一人でテレビを見たり，音楽を聞いたりする。 0.514 0.072 0.041 -0.19
5友達を誘って外出や買い物をする。 0.424 0.095 -0.008 0.12
F2「解決閑却」
26望みを捨てる。 -0.126 0.723 -0.089 0.212
31無視する。 0.051 0.674 0.149 -0.031
21受け流して真剣に考えない。 0.219 0.613 -0.058 -0.071
F3「自己指針想起」
18失敗を恐れずに，目の前のことから順番に挑戦していく。 -0.084 -0.036 0.892 0.207
19期待通りの結果が得られなかったとしても，気落ちしない。 0.069 0.059 0.647 0.005
F4「他者変化要求」
3態度を改めてもらえるように，先生・親など，周囲の人に助けを求める。 0.194 -0.063 0.118 0.639
1その場に望ましくない行動をとっている人に，直接注意する。 -0.077 0.236 0.118 0.428
因子間相関
F1
F2 0.138
F3 0.498 0.005
F4 0.279 0.262 0.186
α係数 0.862 0.717 0.756 0.501
青年期における大学生の日常的なストレッサーと
して，日本の場合は6因子が，中国の場合は5因
子が見出された。両国におけるストレッサー因子は，
自己に関するものであるか他者に関するものである
かという観点から分類することができた。
まず，自己に関するストレッサーは，日本では第
4因子「自己能力不信」であり，中国では第3因子
「自己統制不全感」，第4因子「自己実現疲労」で
あった。これらについて順にみていく。第一に，日
本の第4因子「自己能力不信」および中国の第4
因子「自己実現疲労」である。これらのストレッサー
は，青年期特有の悩みや不安と関係するものと考え
られる。しかし，日本の「自己能力不信」は，・自
分がどのような職業に向いているのかわからず進路
が定まらないとき・，・自分の将来像を描けず，将来
に希望がもてないとき・のなどの全3項目から構成
され，主に就職活動を控えた学生が自身の将来や適
性について悩み，自身の今後を決められずにいるこ
とがストレッサーであることが示された。これに対
し，中国の「自己実現疲労」は，・自分の望む生き
方の実現のため，試行錯誤しているとき・，・他人の
成績が優れていることを知り，自分の限界を思い知っ
たとき・という全2項目から構成され，目標とする
自己像を見据え，それに近づくための過程において，
やり方や能力の限界を知らされることがストレッサー
であることが示された。このことから，日本の大学
生が，自己の将来や適性が具体的に見出せないこと
で悩みやすいのに対し，中国の大学生は，より目標
に近づくために自分を向上させるような素養を身に
つける過程で疲労を抱えることをストレッサーとし
てとらえていると解釈される。
第二に，中国の第3因子「自己統制不全感」に
ついてみていく。これは，中国においてのみ示され
た因子であり，・何度も同じミスを繰り返してしま
い，周りに迷惑をかけてしまったとき・，・努力して
いるつもりでも，報われていないと感じてしまうと
き・，・課題が難しく，締め切りが近づいてきていて
も手がつけられないとき・という全3項目から構成
されており，具体的な目標はあるものの，自身のふ
がいなさが原因で達成することができなかったこと
を痛感することによるストレッサーであると推察さ
れる。このことから，中国の大学生は，自分を思う
ようにコントロールできなかったことで結果が出せ
ないという現実をごまかすことができず，ふがいな
い気持ちに陥りやすいのではないだろうか。
続いて，他者に関するストレッサーは，日本では
第1因子「無思慮心的損傷」，第2因子「親コミュ
ニケーション葛藤」，第3因子「心的共有願望」，
第5因子「無分別他者嫌悪」，第6因子「意思疎通
の失敗」であった。また，中国では第1因子「社会
的逸脱嫌悪」，第2因子「意思疎通の失敗」，第5
因子「親過干渉」であった。これらについて順にみ
ていく。
第一に，日本においては第6因子として見出さ
れ，中国においては第 2因子として見出された
「意思疎通の失敗」についてみていく。これらは，
項目内容が同様であり，・自分の思っていることを
うまく表現できず，人に理解してもらえないとき・，
・自分の思いを口に出して相手に伝えられず，もど
かしいとき・などの項目を含む，全3項目で構成さ
れた。これについて，他者とのコミュニケーション
において共通理解を得られなかったり，自身のコミュ
ニケーション・スキル不足が露呈したりすることが
ストレッサーであると解釈される。このことから，
会話がうまく成立しなかったり，自身のコミュニケー
ション・スキル不足のために否定されたりすること
は耐えがたいことで，日中の大学生が日常的に頻繁
に経験するストレッサーであると推察される。
第二に，日本の第5因子「無分別他者嫌悪」と，
中国の第1因子「社会的逸脱嫌悪」である。これら
は，・公共のマナーを守らない人がいたとき・，・授
業中に，大きな声で私語をする人がいたとき・とい
う2項目を共通して含んでいる。日本の「無分別
他者嫌悪」は，共通の2項目のみから構成され，
その場にふさわしくない，あるいは，周りに被害を
与えるなどの慣習や道徳に反する行為をする他者に
対し，嫌悪感を抱くことがストレッサーになると推
察される。それに対して，中国の「社会的逸脱嫌悪」
は，共通の2項目に加え，・自分ですべきことであ
るにも関わらず，すぐに誰かに頼ろうとする人がい
たとき・，・親に対して素直に感謝することができな
かったとき・，・約束を守ってもらえなかったとき・
という全5項目から構成されており，社会一般の
慣習や道徳に反する行為に対してだけでなく，他者
の行為に私的な基準を反映させることで，嫌悪を覚
えることによるストレッサーであると解釈される。
ここで，中国の「社会的逸脱嫌悪」は，日本の「無
思慮心的損傷」および「無分別他者嫌悪」の内容を
―10―
含んでいる因子であると言えよう。このことから，
中国の大学生においては，一般的な社会的ルール違
反によるストレッサーと個人の考え方や価値観が反
映された心理的ルール違反への嫌悪からくるストレッ
サーとの区別はあまりなされていないと考えられる。
一方，日本の大学生においては，社会的なルール違
反と心理的なルール違反とが異なるストレッサーと
して示された。
第三に，日本の第2因子「親コミュニケーショ
ン葛藤」と中国のストレッサー第5因子「親過干
渉」を見ていく。どちらも，親とのかかわりにおい
て生じるストレッサーであり，・親に自分の行動に
ついて細かく注意されたとき・，・親に自分の意見を
理解してもらえず，否定的なことを言われたとき・
という2項目が共通している。日本の場合はその
ほかに，・同意を得るために，親を説得しなければ
ならないとき・，・親との意見の食い違いが多々あり，
接触をさけるようになったとき・，・世代間のギャッ
プから，親とのコミュニケーションを面倒に思った
とき・という項目を含む，全5項目から構成されて
いる。日本の大学生の場合，親とのかかわりにおい
て否定や注意を受けることに加え，親子関係が，対
立や葛藤を避けられないものであることを実感し，
親とかかわることそのものを億劫に感じることがス
トレッサーになると考えられる。これに対し中国の
場合は，共通の2項目のみで構成され，親から干
渉や注意を受けた際に自立心を妨げられるように感
じることによるストレッサーであることが推察され
る。
第四に，日本の第1因子「無思慮心的損傷」，第3
因子「心的共有願望」についてみていく。いずれも
対人場面におけるストレッサーであり，日本におい
てのみ示された因子であった。まず，「無思慮心的
損傷」は，・理不尽な言いがかりをつけられたとき・，
・陰口を言われていることを知ったとき・などの全8
項目から構成され，他者から納得のいかないことを
されたり，一方的な言動をされたりしたとき，それ
に対して強い抵抗感を抱くことがストレッサーにな
ると言えよう。また，「心的共有願望」は，・互いに
高め合い，ともに成長できる友人がいないと感じた
とき・，・気楽に付き合えて，一緒にいると楽しいと
感じられる人がいないとき・，・集団の中で，自分の
存在感をあまり感じられなかったとき・の全3項目
で構成されている。日本の大学生は，互いを向上さ
せられるような友人関係や，気兼ねすることなく付
き合える友人の存在を求めていることが推察され，
望んでいた友人関係を築けなかったときには，その
ことがストレッサーとなることが推察される。
2．日中におけるストレスコーピングについて
ここでは，日中のストレスコーピングについて比
較検討するため，研究1の1-1.（2）および1-2.（2）
の結果についてまとめて考察していく。
青年期における大学生の日常的なストレッサーに
対するストレスコーピングとして，日本の場合は6
因子が，中国の場合は4因子が見出された。Lazarus
ら（Folkma&Lazarus,1980,1985,1988;Folkman,
Lazarus,Dunkel-Schetter,DeLongis& Gruen,
1986）によると，ストレスコーピングは問題焦点
型コーピングと，情動焦点型コーピングに大別され
る。問題焦点型コーピングとは，ストレスフルな状
況において生じている問題を積極的に解決すること
で，ストレスを減少させるコーピング方略群のこと
であり，情動焦点型コーピングとは，ストレスフル
な状況で喚起された不快な情動を沈め，調節するコー
ピング方略群のことである。本研究における日中の
それぞれのストレスコーピングの因子についても，
この観点から分類することができた。
まず，問題焦点型コーピングは，日本では第1因
子「自己改善」，第3因子「対人葛藤収拾」が，中
国では，第3因子「自己指針想起」，第4因子「他
者変化要求」が含まれると言えよう。これらについ
て順にみていく。
第一に，日本の第1因子「自己改善」，中国の第4
因子「他者変化要求」を見ていく。日本の「自己改
善」は・否定されるようなことを言われたときは，
その原因を考えて，自分の言動を改める・，・相手の
立場に立って考えることで，相手を理解しようとす
る・などの全6項目で構成され，自己の欠点を受け
入れ，積極的に自己の改善を図るストレスコーピン
グである。一方，中国の「他者変化要求」は，・態
度を改めてもらえるように，先生・親など，周囲の
人に助けを求める・，・その場に望ましくない行動を
とっている人に，直接注意する・という全2項目で
構成され，他者に改善を求めるストレスコーピング
と言えよう。ストレッサーの解決において，自己ま
たは他者の変化が必要であるとき，日本の大学生は，
自己を変化させるという方向の対処をとりやすく，
中国の大学生は他者の変化を求める方向の対処をと
日本・中国の大学生におけるストレッサーとストレスコーピングとの関連についての比較検討
―11―
りやすいことが示された。
第二に，日本の第3因子「対人葛藤収拾」，中国
の第3因子「自己指針想起」を見ていく。日本の
「対人葛藤収拾」は，対人ストレスが生じた際に自
己の願望を満たそうとして，相手に対する自分の不
満，あるいは相手から自分への不満を打ち明けても
らおうとしたり，相手に注意したりすることでスト
レス状態を解決しようとするコーピングである。こ
れは，日本の大学生が他者と親密な関係を築こうと
したものの，それがうまくいかず，しかし，そこで
あきらめずに自分が望んでいる関係を築きたいと願
うために実行されるものであると言えるのではない
だろうか。こうしたコーピングをとる背景について
は，今後検討する必要があろう。それに対して，中
国の「自己指針想起」は，・失敗を恐れずに，目の
前のことから順番に挑戦していく・，・期待通りの結
果が得られなかったとしても気落ちしない・という
全2項目で構成されている。この内容から，中国
の大学生は，ストレッサーを経験しても，自身の価
値観や感情が影響を受けることはあまりなく，スト
レッサーは自己を見直すきっかけのようにみなし，
自身の目標に向かって努力を続けるという対処をと
ることが推察される。
以上のことから，ストレッサーを解決するための
問題焦点型コーピングといっても，日中においては
異なる点があることが指摘できる。つまり，日本の
大学生の場合は，自己を改善したり，相手との関係性
を考慮したうえで，相手に配慮しながら，お互いに
とって良い解決方法を模索したりすることが考えられ
る。一方，中国の大学生の場合は，自分なりの行動様
式や価値観を貫いたり，他者に積極的に改善を求め
たりすることによって解決を図ることが考えられる。
続いて，情動焦点型コーピングは，日本では第2
因子「人的サポート希求」，第4因子「解決断念」，
第5因子「平常心保持」，第6因子「自己容認」が
含まれる。また，中国では第2因子「解決閑却」
が含まれ，これらについて順に見ていく。
第一に，日本の第4因子「解決断念」と，中国の
第2因子「解決閑却」は，・無視する・，・望みを捨
てる・という2項目が共通しており，この2因子か
ら見ていく。日本の「解決断念」は共通の2項目
に加え，・相手との関係を断ち切る・という項目を
含む全3項目で構成されており，ストレッサーの
解決を意識的に避け，ストレッサーそのものを忘れ
ようとするコーピングであることが示された。つま
り，この項目内容から日本の大学生は，具体的な解
決策が思い浮かばずにいるとき，悩んでも新たな解
決策を見出すことはできないというようにストレッ
サーに対する自分の気持ちに区切りをつけることで，
諦めるという対処をとることが考えられる。一方，
中国の「解決閑却」は，共通の2項目に加え・受け
流して真剣に考えない・という項目を含む全3項目
で構成されており，ストレッサーそのものを解決す
べきものと考えないことが推察された。つまり，中
国の大学生は，ストレッサーの解決そのものを志向
せずに，ストレッサーからの解放を求めることから，
放って置くというコーピングを行いやすいと考えら
れる。
第二に，日本の第2因子「人的サポート希求」
および第6因子「自己容認」は中国の場合は同様
の因子がみられなかった。ここでは，これらについ
て順にみていく。「人的サポート希求」は，・友達を
誘って外出や買い物をする・，・誰かと連絡を取って
ストレスと関係のない話をする・などの全5項目か
ら構成され，ストレッサーによって傷ついたり，気
力がなくなったりした状態を解決するために，誰か
の助けを求めようとするコーピングであると言えよ
う。日本の大学生は，ストレッサーを解決したいと
は思っていても，具体的な解決策が思いつかないと
きは，友人や家族などを頼って気晴らしをすること
で自分を落ち着かせるという選択をしやすいと考え
られる。また「自己容認」は，・自分の良いところ
を見出し，自尊心を保つ・，・自分がやれるだけのこ
とはやったと，自分を肯定する・という全2項目か
ら構成され，ストレッサーによって自己概念が揺ら
がないように，自分の行いを精一杯のものとみなす
ことで心の平穏を保とうとすることが示された。こ
れは，ストレッサーの原因が自分にあると考えられ
るとき，自分を強く否定するよりは，自身の長所を
思い出し，拠り所とし，心のバランスを保つことが
最も行いやすいためになされるコーピングであるこ
とが推察される。
最後に，中国においてのみ示された第1因子「対
人意識的自己維持」は，問題焦点型および情動焦点
型コーピングの，どちらの特徴も併せ持つ複合的な
ものであると言えよう。問題焦点型の内容の項目と
して・相手の状況を探るため，第三者に助けを求め
る・，・否定されるようなことを言われたときは，そ
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の原因を考えて，自分の言動を改める・などの4項
目が含まれ，情動焦点型の内容の項目として・誰か
に相談する・，・同じ経験のある友人などと不満・悩
みを共有する・などの6項目が含まれ，全10項目で
構成された。このことから，中国の大学生は，スト
レッサーに直面した際，自分を保つために，人や物
を介して様々な対処法を積極的に取り入れるものと
考えられるが，項目内容からは他者との接触を持つ
ことによりストレッサーの軽減をはかろうとするこ
とがより多くあると考えられる。
以上のことから，情動焦点型のストレスコーピン
グについてまとめると，本研究で示されたストレス
コーピング因子は日本においては4因子であり，
また，中国においては1因子のみであった。また，
中国では問題焦点型および情動焦点型コーピングの
どちらの内容も含む「対人意識的自己維持」が見出
された。しかし，「対人意識的自己維持」が，心を
落ち着かせるという目的で行われているとすれば，
情動焦点型のコーピングであると考えることもでき
ることから，このコーピングの役割については今後
検討を重ねることで明らかにできるだろう。
本研究で作成されたストレッサーおよびストレス
コーピングの質問項目は，因子分析において大幅に
削除される結果となった。その理由として，青年期
のストレッサーおよびストレスコーピングについて
文化を超えて幅広い内容を収集するため，日本と中
国での予備調査結果をもとに少数意見についても反
映させ，質問項目を作成したことが考えられる。こ
のことをふまえ，質問項目を繰り返し精査すること
で，より詳細な社会文化的比較検討を行いたい。
研究2：ストレッサーとストレスコーピングと
の関連について
目的
本研究の全体的目的は，青年期の大学生の自己形
成の過程で生じる諸問題への援助に何らかの示唆を
得ることである。そこで，研究1では，日中の青年
期におけるストレッサーおよびストレスコーピング
の特徴を明らかにし，それらについて比較検討を行っ
た。ここでは，日中の青年期におけるストレッサー
およびストレスコーピングの関連について比較検討
を行うこととする。
方法
【対象者】，【調査時期】
研究1と同様である。
【調査内容】
①ストレッサーについて
研究1で作成されたストレッサー尺度が用いられ
た。
②ストレスコーピングについて
研究1で作成されたストレスコーピング尺度が用
いられた。
【分析手続き】
まず，日中におけるストレッサー尺度の各下位尺
度項目合計得点とストレスコーピング尺度の各下位
尺度項目合計得点との相関関係が求められた。次に，
ストレッサー尺度の各下位尺度項目合計得点を独立
変数，ストレスコーピングの各下位尺度項目合計得
点を従属変数とする，重回帰分析が行われた。
2-1.日本の大学生におけるストレッサーとストレ
スコーピングとの関連について
（1）ストレッサーとストレスコーピングとの相関
関係の分析結果について（Table2-1-1参照）
ストレスコーピング第1因子「自己改善」，第2
因子「人的サポート希求」，第6因子「自己容認」
はすべてのストレッサー因子との間に有意な正の相
関関係が示された。ストレスコーピング第3因子
「対人葛藤収拾」は，ストレッサー第1因子「無思
慮心的損傷」，第4因子「自己能力不信」を除いた
4つのストレッサー因子のとの間に有意な正の相関
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Table2-1-1 ストレッサー尺度の各因子項目合計得点とストレスコーピング尺度の各因子項目合計得点
との相関関係（日本）
自己改善 人的サポート希求 対人葛藤収拾 解決断念 平常心保持 自己容認
無思慮心的損傷 .239** .294** .052 .146** -.152** .111*
親コミュニケーション葛藤 .110* .150** .101* .161** -.035 .148**
心的共有願望 .234** .269** .177** .107* -.075 .178**
自己能力不信 .177** .270** .081 .095* -.106* .138**
無分別他者嫌悪 .171** .271** .096* .081 -.156** .127**
意思疎通の失敗 .130** .272** .186** .160** -.117 .188**
**p＜.01（両側） *p＜.05（片側）
関係が示された。ストレスコーピング第 4因子
「解決断念」は，ストレッサー第5因子「無分別他
者嫌悪」を除いたすべてのストレッサー因子との間
に有意な正の相関関係が示された。ストレスコーピ
ング第5因子「平常心保持」はストレッサー第2
因子「親コミュニケーション葛藤」，第3因子「心
的共有願望」，第6因子「意思疎通の失敗」を除い
た3つの因子との間に有意な負の相関関係が示さ
れた（分析結果の有意水準についてはTable2-1-1
を参照）。
（2）ストレッサーがストレスコーピングに及ぼす
影響についての重回帰分析結果について（Table2-
1-2参照）
①ストレスコーピング第1因子「自己改善」に及
ぼすストレッサーの影響
ストレッサー第1因子「無思慮心的損傷」の偏回
帰係数は，（β）=.157（t（430）=2.593,p<.01）であり，
ストレッサー第3因子「心的共有願望」の偏回帰
係数は，（β）=.176（t（430）=3.164,p<.01）であった。
したがって，ストレスコーピング第1因子「自己改
善」に及ぼす影響は，ストレッサー第1因子「無思
慮心的損傷」とストレッサー第3因子「心的共有
願望」においてのみ有意であった。なお，このとき
の回帰式全体の説明率は，R2=.079であり，有意で
あった（F（6,423）=7.121,p<.001）。
②ストレスコーピング第2因子「人的サポート
希求」に及ぼすストレッサーの影響
ストレッサー第1因子「無思慮心的損傷」の偏回
帰係数は，（β）=.237（t（431）=3.979,p<.001）であ
り，ストレス第3因子「心的共有願望」の偏回帰
係数は，（β）=.202（t（431）=3.690,p<.001）であっ
た。したがって，ストレスコーピング第 2因子
「人的サポート希求」に及ぼす影響は，ストレッサー
第1因子「無思慮心的損傷」とストレッサー第3因
子「心的共有願望」においてのみ有意であった。な
お，このときの回帰式全体の説明率は，R2=.100で
あり，有意であった（F（6,424）=9.003p<.001）。
③ストレスコーピング第3因子「対人葛藤収拾」
に及ぼすストレッサーの影響
ストレッサー第3因子「心的共有願望」の偏回
帰係数は，（β）=.152（t（432）=2.677,p<.01）であり，
ストレッサー第6因子「意思疎通の失敗」の偏回
帰係数は，（β）=.137（t（432）=2.395,p<.05）であっ
た。したがって，ストレスコーピング第 3因子
「対人葛藤収拾」に及ぼす影響は，ストレッサー第
3因子「心的共有願望」とストレッサー第6因子
「意思疎通の失敗」においてのみ有意であった。な
お，このときの回帰式全体の説明率は，R2=.037で
あり，有意であった（F（6,425）=3.742p<.001）。
④ストレスコーピング第4因子「解決断念」に
及ぼすストレッサーの影響
ストレッサー第2因子「親コミュニケーション
葛藤」の偏回帰係数は，（β）=.114（t（431）=2.024,
p<.05）であり，ストレッサー第6因子「意思疎通
の失敗」の偏回帰係数は，（β）=.154（t（431）=2.698,
p<.01）であった。したがって，ストレスコーピン
グ第4因子「解決断念」に及ぼす影響は，ストレッ
サー第2因子「親コミュニケーション葛藤」とス
トレッサー第6因子「意思疎通の失敗」において
のみ有意であった。なお，このときの回帰式全体の
説明率は，R2=.035であり，有意であった（F（6,424）=
3.625,p<.01）。
⑤ストレスコーピング第5因子「平常心保持」に及
ぼすストレッサーの影響
ストレッサー第5因子「無分別他者嫌悪」において
のみ有意であり，偏回帰係数は，（β）=-.110（t（432）=
-2.062,p<.05）であった。なお，このときの回帰式
全体の説明率は，R2=.032であり，有意であった（F
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Table2-1-2「ストレッサー→ストレスコーピング」の重回帰分析の結果（日本）
自己改善 人的サポート希求 対人葛藤収拾 解決断念 平常心保持 自己容認
無思慮心的損傷 .157** .237*** -.101 .041 -.104 -.072
親コミュニケーション葛藤 -.061 .008 .052 .114* .081 .067
心的共有願望 .176** .202*** .152** .000 .000 .109
自己能力不信 .073 -.073 -.050 -.046 -.082 .029
無分別他者嫌悪 .081 -.012 .055 -.007 -.110* .092
意思疎通の失敗 -.055 .001 .137* .154** -.038 .110
重相関係数（R） .303*** .336*** .224*** .221** .213** .239***
***p<.001 **p<.01 *p<.05
（注）数値は標準化係数（β）を表す
（6,425）=3.376,p<.01）。
⑥ストレスコーピング第6因子「自己容認」に
及ぼすストレッサーの影響
ストレスコーピング第6因子「自己容認」に有
意な影響を及ぼすストレッサー因子は認められなかっ
た。なお，このときの回帰式全体の説明率は，R2=
.044であり，有意であった（F（6,424）=4.285,p<.001）。
2-2.中国の大学生におけるストレッサーとストレ
スコーピングとの関連について
（1）ストレッサーとストレスコーピングとの相関
関係の分析結果について（Table2-2-1参照）
ストレスコーピング第1因子「対人意識的自己維
持」，第4因子「他者変化要求」は，ストレッサー
の5つのすべての因子との間において有意な正の
相関関係が示された。ストレスコーピング第2因
子「解決閑却」は，ストレッサー第1因子「社会的
逸脱嫌悪」および第4因子「自己実現疲労」との
間においてのみ有意な正の相関関係が示され，スト
レスコーピング第3因子「自己指針想起」は，ス
トレッサー第1因子「社会的逸脱嫌悪」，第2因子
「意思疎通の失敗」との間においてのみ有意な正の
相関関係が示された（分析結果の有意水準について
はTable2-2-1を参照）。
（2）ストレッサーがストレスコーピングに及ぼす
影響についての重回帰分析結果について（Table2-
2-2参照）
①ストレスコーピング第1因子「対人意識的自
己維持」に及ぼすストレッサーの影響
ストレッサー第5因子「自己実現疲労」におい
てのみ有意であり，偏回帰係数は，（β）=-.008（t
（329）=6.243,p<.001）であった。なお，このときの
回帰式全体の説明率は，R2=.267であり，有意であっ
た（F（5,323）=24.878,p<.001）。
②ストレスコーピング第2因子「解決閑却」に
及ぼすストレッサーの影響
ストレッサー第1因子「社会的逸脱嫌悪」の偏回
帰係数は，（β）=.450（t（329）=7.595,p<.001）であ
り，ストレッサー第3因子「自己統制不全感」の
偏回帰係数は，（β）=-.228（t（329）=-3.246,p<.001）
であった。
したがって，ストレスコーピング第2因子「解
決閑却」に及ぼす影響は，ストレッサー第1因子
「社会的逸脱嫌悪」とストレッサー第3因子「自己
統制不全感」においてのみ有意であった。なお，こ
のときの回帰式全体の説明率は，R2=.182であり，
有意であった（F（5,323）=15.565,p<.001）。
③ストレスコーピング第3因子「自己指針想起」
に及ぼすストレッサーの影響
ストレス第2因子「意思疎通の失敗」において
のみ有意であり，偏回帰係数は，（β）=.196（t（329）=
2.859,p<.01）であった。なお，このときの回帰式
全体の説明率は，R2=.030であり，有意であった（F
日本・中国の大学生におけるストレッサーとストレスコーピングとの関連についての比較検討
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Table2-2-1 ストレッサー尺度の各因子項目合計得点とストレスコーピング尺度の
各因子項目合計得点との相関関係（中国）
対人意識的自己維持 解決閑却 自己指針想起 他者変化要求
社会的逸脱嫌悪 .245** .375** .115* .362**
意思疎通の失敗 .367** .036 .179** .219**
自己統制不全感 .503** -.020 .076 .149**
自己実現疲労 .277** .166** .060 .148**
親過干渉 .332** .073 .040 .173**
**p＜.01（両側） *p＜.05（片側）
Table2-2-2「ストレッサー→ストレスコーピング」の重回帰分析の結果（中国）
対人意識的自己維持 解決閑却 自己指針想起 他者変化要求
社会的逸脱嫌悪 .034 .450*** .092 .333***
意思疎通の失敗 .115 -.030 .196** .152*
自己統制不全感 .415*** -.228*** -.005 -.071
自己実現疲労 -.008 .110 -.001 -.007
親過干渉 .044 -.002 -.086 .004
重相関係数（R） .527*** .441*** .211* .378***
***p<.001 **p<.01 *p<.05
（注）数値は標準化係数（β）を表す
（5,323）=2.996,p<.05）。
④ストレスコーピング第4因子「他者変化要求」
に及ぼすストレッサーの影響
ストレッサー第1因子「社会的逸脱嫌悪」の偏回
帰係数は，（β）=.333（t（329）=5.445,p<.001）であ
り，ストレッサー第2因子「意思疎通の失敗」の
偏回帰係数は，（β）=-.152（t（329）=2.335,p<.05）
であった。したがって，ストレスコーピング第 4
因子「他者変化要求」に及ぼす影響は，ストレッサー
第1因子「社会的逸脱嫌悪」とストレッサー第2因
子「意思疎通の失敗」においてのみ有意であった。
なお，このときの回帰式全体の説明率は，R2=.129
であり，有意であった（F（5,323）=10.752,p<.001）。
考察
1．日本におけるストレッサーとストレスコーピン
グの関連について
ここでは，研究2の2-1.の結果をもとに，日本
でのストレッサーとストレスコーピングの関連につ
いてみていく（Table3参照）。
ストレッサー第1因子「無思慮心的損傷」は，ス
トレスコーピング第1因子「自己改善」，第2因子
「人的サポート希求」に正の影響が示された。「無思
慮心的損傷」は，誰かから傷つけられたり，相手の
態度に違和感を覚えたりするという内容であるが，
「自己改善」との関連については，そうした相手を
理解しようとする歩み寄りの姿勢をもとうと試みる
ことによるのではないだろうか。また，「人的サポー
ト希求」との関連については，自身が傷ついている
際は，他者にサポートを求めやすく，親しい友人や
家族などが頼りがいのある他者として想起されるこ
とによるものであろう。
ストレッサー第2因子「親コミュニケーション
葛藤」は，ストレスコーピング第4因子「解決断
念」に正の影響が示された。「親コミュニケーショ
ン葛藤」は，成長の過程で避けることのできない親
との対立や，親からの否定を受け入れがたいという
内容である。青年期の大学生は自立したいという思
いや，大人であると認めてもらいたいという思いが
あり，親とかかわろうとすると口論になったり，親
から一方的に話をまとめられたりして，自身が未熟
であることを気付かされるような事態になりかねな
いことが考えられる。したがって，「親コミュニケー
ション葛藤」と「解決断念」との間に関連が示され
たのは，根本的なストレッサーの解決を望むよりも，
向き合いたくないという気持ちがあることによるも
のであろう。しかし，相関関係の分析結果では，ス
トレスコーピング第5因子「平常心保持」を除い
た全5因子との間に有意な正の相関関係が示され
たことから，解決から目をそらしてしまう可能性が
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Table3 日中におけるストレッサーとストレスコーピングとの関連についての重回帰分析の結果のまとめ
日中におけるストレッサーの対象による分類
自己 他者
日本 中国 日本 中国
F4 F3 F4 F1 F2 F3 F5 F6 F1 F2 F5「
自
己
能
力
不
信
」
「
自
己
統
制
不
全
感
」
「
自
己
実
現
疲
労
」
「
無
思
慮
心
的
損
傷
」
「
親
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
葛
藤
」
「
心
的
共
有
願
望
」
「
無
分
別
他
者
嫌
悪
」
「
意
思
疎
通
の
失
敗
」
「
社
会
的
逸
脱
嫌
悪
」
「
意
思
疎
通
の
失
敗
」
「
親
過
干
渉
」
日中における
ストレスコー
ピングのタイ
プによる分類
問題焦点型
日本
F1「自己改善」 .157**
F3「対人葛藤収拾」 .176** .137*
中国
F3「自己指針想起」 .152** .196***
F4「他者変化要求」 .333*** .152*
情動焦点型
日本
F2「人的サポート希求」 .237***
F4「解決断念」 .114* .202*** .154**
F5「平常心保持」 -.110*
F6「自己容認」
中国 F2「解決閑却」 -.228*** .450***
問題焦点型
および
情動焦点型
中国 F1「対人意識的自己維持」 .415***
***p<.001 **p<.01 *p<.05
（注）数値は標準化係数（β）を表す
あるものの，一方では様々な対処を試みることで，
ストレッサーを解決したいという気持ちがあること
も推察される。これについてはさらなる検討が必要
であろう。
ストレッサー第3因子「心的共有願望」は，ス
トレスコーピング第1因子「自己改善」，第2因子
「人的サポート希求」，第3因子「対人葛藤収拾」
のいずれにも正の影響が示された。「心的共有願望」
は，ともに時間を過ごすことで楽しいと感じられた
り，関係を通して互いを向上させられたりするよう
な相手に出会えずにいるなどの内容である。このよ
うな状況におかれたとき，他者との距離感に悩んで
いるという心理的ストレス状態からの回復を求め，
さまざまな対処を試みることが考えられ，本研究に
おける結果はこのことによるものと解釈できる。
ストレッサー第5因子「無分別他者嫌悪」は，
ストレスコーピング第5因子「平常心保持」に負
の影響が示された。「無分別他者嫌悪」は，慣習や
道徳を軽視するような他者の言動がストレッサーと
なるという内容である。日本の大学生にとって，自
身を変化させることに比べ，他者に変化を求めるこ
とが容易ではなく，どうすることもできなくなるこ
とによる結果であると解釈される。しかし，相関関
係の分析結果では，第4因子「解決断念」および
第5因子「平常心保持」を除く4因子との間に有
意な正の相関関係が示されたことから，自身が実行
できそうな対処法をイメージするものの，実際に行
動に移すという段階に至りにくいことが考えられる。
ストレッサー第6因子「意思疎通の失敗」は，ス
トレスコーピング第3因子「対人葛藤収拾」および
第4因子「解決断念」に正の影響が示された。「意
思疎通の失敗」は，対人場面において思うように相
手とコミュニケーションをとれないことがストレッ
サーとなる内容である。「対人葛藤収拾」と「解決
断念」では，一見すると方向性の異なる対処と考え
られ，相手との関係性が関連していることが推察さ
れる。つまり，相手との現在の関係性がどのような
ものであるかによって，あるいは，今後良好な関係
性を維持していきたいと考えるか否かによって，直
接的に事態の収拾を図ろうとする場合と，あきらめ
の気持ちを抱く場合とがあることが考えられ，本研
究における結果はこのことによるものであろう。
ストレッサー第4因子「自己能力不信」は，ス
トレスコーピングの全6因子に対して有意な影響
は示されなかった。「自己能力不信」は，将来に不
安を感じていたり，自己の適性等が見出せずにいた
りするという内容であり，自己形成の只中にある大
学生の状況が推察される。これについて，青年期の
大学生は，努力のみでは自己実現が容易ではないの
ではないかという懸念を抱えており，現状では適切
なコーピングを見出すことができていないことによ
る結果であると考えられる。しかし，具体的なコー
ピングが見つけられていないままでは，青年期の円
滑な自己形成が妨げられることが予想され，このこ
とについて何らかの援助が求められるであろう。
2．中国におけるストレッサーとストレスコーピン
グの関連について
ここでは，研究2の2-2.の結果をもとに，中国
でのストレッサーとストレスコーピングの関連につ
いてみていく（Table3参照）。
ストレッサー第1因子「社会的逸脱嫌悪」は，ス
トレスコーピング第2因子「解決閑却」，第4因子
「他者変化要求」に正の影響が示された。「社会的逸
脱嫌悪」は，社会のマナーや慣習を守らない人によっ
てストレッサーを感じるという内容であるが，それ
に対し立ち向かっていくか，解決をなおざりにする
ことが示された。これについては，以下のようなこ
とが考えられる。つまり，相手の逸脱した行為によっ
て自身に対する害が予想される場合や，自分だけで
はストレッサーの解決が困難であると考えられる場
合によって異なる対処法をとることが推察され，本
研究の結果はこのことによるものであろう。
ストレッサー第2因子「意思疎通の失敗」は，
ストレスコーピング第3因子「自己指針想起」，第
4因子「他者変化要求」に正の影響が示された。
「意思疎通の失敗」は，対人場面において思うよう
に相手とコミュニケーションをとれないことがスト
レッサーとなる内容である。これは，次のようなこ
とによるものであろう。つまり，誰かとうまくコミュ
ニケーションをとれないままの状況にはメリットが
ないと考えられる。したがって，失敗を引きずるこ
となく相手に対して面と向かって自分の意見を示し
たり，第三者の助けを借りたりするなどして解決を
図ろうとする対処を取ることが推察される。
ストレッサー第3因子「自己統制不全感」は，
ストレスコーピング第1因子「対人意識的自己維持」
に正の影響が，第2因子「解決閑却」に負の影響
がそれぞれ示された。「自己統制不全感」は，自分
日本・中国の大学生におけるストレッサーとストレスコーピングとの関連についての比較検討
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のふがいなさゆえに周りに迷惑をかけたり，思うよ
うに行動できなかったりしたことでストレスを感じ
るという内容である。これについては，できるだけ
の対処方法を試みることで心の安定を保とうとする
ために，前者には正の影響が，後者には負の影響が
示される結果となったと考えられる。
ストレッサー第4因子「自己実現疲労」および
ストレッサー第5因子「親過干渉」は，ストレス
コーピングの全4因子に対して有意な影響は示さ
れなかった。「自己実現疲労」は，自己実現のため
に試行錯誤したり，他者と自己を比べて自分の限界
を認識したりすることがストレッサーであるという
内容である。これについては，周りと自分を比較し
て自己嫌悪に陥ることは青年期だけのものではない
が，自己の今後に関わる選択を迫られる時期におか
れていると，他者との比較や自己実現の過程におけ
る失敗は心理的負担をもたらし，青年期において解
決させる間もなく幾度も直面する可能性が考えられ，
ストレスコーピングを見出すことが容易ではないこ
とによるものではないだろうか。また，「親過干渉」
は自分が干渉を受けている状況を素直に認められな
いことがストレッサーとなるという内容である。こ
れについては，「自己実現疲労」と同様に日常的に
感じる可能性が高いストレッサーであり，さらに親
子関係にあることで，その都度適切な対処法を見出
すことが難しいことが推察され，本研究における結
果はこのことによるものであろう。しかし，本研究
においては有意なストレスコーピング因子が見出さ
れなかったが，なんらかの対処を講じている可能性
が考えられるため，さらなる検討が必要であろう。
全体的考察
1.日中におけるストレッサーおよびストレスコー
ピングの特徴について
青年期の主な発達課題は，アイデンティティの確
立である。本研究の問題と目的において指摘された
ように，グローバル化が進行している現代では，自
己形成においてもまた，グローバルな視点か求めら
れるのではないかと考えられ，このことを視野に入
れ，検討を行った。さらに，現代はストレス社会で
もあるため，ストレッサーを適切に処理することが
自己形成の過程においても重要であると考えられた
が，青年期のストレッサーおよびストレスコーピン
グについては，これまでもさまざまな研究があるも
のの，グローバルな観点からの援助については検討
されていない。このことから，本研究では社会文化
的な比較検討によって，日本の大学生におけるスト
レッサーおよびストレスコーピングの特徴を明らか
にし，それにより，青年期の自己形成への援助に多
様な示唆が得られるのではないかということが考え
られ，日中比較検討を行った（Table3参照）。
まず，日中の青年期におけるストレッサーは自己
および他者に関するものとして分類できた。その内
容に細かい違いはみられるものの，「意思疎通の失
敗」という因子が共通してみられたことや，日本の
「親コミュニケーション葛藤」および中国の「親過
干渉」という因子にみられるように，親とのかかわ
りにおいてストレッサーが生じるなど，文化を超え
て存在するストレッサーがあることが明らかにされ
たと言えよう。
また，本研究で得られたストレスコーピングは，
問題焦点型および情動焦点型コーピングの観点から
分類できた。日本の大学生のストレスコーピングは，
「自己改善」，「人的サポート希求」「対人葛藤収拾」
という因子にみられるように，他者との調和を保と
うとする対処行動が多いことが推察される結果であ
ると考えられる。これに対し，中国の大学生のスト
レスコーピングは，「対人意識的自己維持」「自己指
針想起」「他者変化要求」という因子にみられるよ
うに，自己の心の安定を優先する対処行動であるこ
とが特徴的であると考えられ，日中の大学生のスト
レスコーピングの方向性に違いがあることが明らか
にされた。
2.日中におけるストレッサーおよびストレスコー
ピングとの関連について
1において述べたような日中におけるストレッサー
とストレスコーピングの特徴をふまえ，ストレッサー
およびストレスコーピングの関連を比較検討すること
により青年期の自己形成への援助について知見が得
られると考え，研究を行った。ここでは，主な結果
を中心に両者の関連について考察していく（Table
3参照）。
まず，自己に関するストレッサーについてみてい
く。日本では「自己能力不信」の1因子が見出され
たが，本研究で作成されたストレスコーピングの下
位尺度との間に有意な関連は示されなかった。この
ことから，自己形成過程において最も抱えやすいと
考えられる自己の問題に関するストレッサーである
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「自己能力不信」に対して，具体的なストレスコー
ピングが見出されていない可能性が示唆された。こ
のようなストレッサーの軽減のためには，自身の能
力を冷静に見つめ，自信をもてるような周りからの
援助が必要であろう。
これに対し中国では，自己に関するストレッサー
として「自己統制不全感」「自己実現疲労」が見出
された。このうち，「自己統制不全感」は，情動焦
点型コーピングである「解決閑却」との間に有意な
負の関連，問題焦点型および情動焦点型のいずれの
特徴も併せ持つ複合的なコーピングである「対人意
識的自己維持」との間に有意な正の関連が示された。
このことから，「自己統制不全感」のようなストレッ
サーに対しては問題焦点型，情動焦点型のどちらの
コーピングも行い，ストレッサーそのものの解決や，
ストレッサーによる心理的不安状態からの回復を強
く求めることが考えられる。
しかし，「自己実現疲労」については，日本の
「自己能力不信」と同様に，本研究で見出されたス
トレスコーピング尺度との間において有意な関連は
示されなかった。このことから，他者と自己とを比
べたり，努力の成果を得られなかったりすることで
自己否定に陥る可能性が考えられ，「自己実現疲労」
というストレッサーを抱えている場合，日常的に自
己肯定感を持てるような配慮をすることが望ましい
と言えよう。
これらのことから，日中のそれぞれの大学生が，
青年期の自己の問題に関するストレッサーを抱えて
おり，それに対する具体的な対処方法が見出せてい
ない可能性があることが明らかにでき，このことは
本研究の一定の成果といえよう。そして，こうした
ストレッサーに対しては，仲間どうしのコミュニケー
ションを通したストレスコーピングが有効であるの
ではないだろうか。したがって，大学が設ける「ピ
ア・サポート」の場を積極的に活用することで，大
学生同士で悩みを共有でき，同じ立場にいる者の気
持ちを理解すると同時に，自己を内省し，解決法を
ともに見つけていけるような可能性があると考えら
れる。
次に，他者に関するストレッサーについてみてい
く。日本では「無思慮心的損傷」「親コミュニケー
ション葛藤」「心的共有願望」「無分別他者嫌悪」
「意思疎通の失敗」の5因子が見出された。このう
ち「心的共有願望」は，「自己改善」「対人葛藤収拾」
「人的サポート希求」のストレスコーピングの3因
子との間に有意な正の関連が示され，最も多様なス
トレスコーピングを試みているストレッサーであっ
た。日本の大学生は，自分を成長させてくれるよう
な友人の存在や，集団の中で存在感を感じられるこ
とを求めており，それがかなわなかったときにスト
レッサーとして感じてしまうのであろう。そして，
このストレッサーに対しては，問題焦点型および情
動焦点型のストレスコーピングを組み合わせるよう
な形で，ストレッサーを解決しようとしていること
が考えられ，相手との関係性を保つことに注意を払
いながら，自分を変化させようと試みるものである
と言えよう。これについては，いくつかの側面から
考えることができる。つまり，青年期において，
「心的共有願望」というストレッサーは大変切実な
問題であり，また解決に迫られるような課題として
位置付けられていることが予想されるが，その一方
で自ら行うことが可能であるコーピングが他のスト
レッサーに対するものよりも比較的多く見出された
ことによる結果という可能性もあろう。これについ
ては，メンタルヘルスとの関連を調べることで明ら
かにされると考えられる。
一方，中国では，他者に関するストレッサーとし
て「社会的逸脱嫌悪」「意思疎通の失敗」「親過干渉」
の3因子が見出された。このうち，「親過干渉」を
除く，「社会的逸脱嫌悪」および「意思疎通の失敗」
は，いずれも「他者変化要求」と正の関連が示され
た。したがって，他者に関するストレッサーに対し
ては，自己よりもむしろ他者の変化を求めることで
解決を試みていると言えよう。
また，日本の大学生のストレッサー因子は，自己
に関連するものが1因子であったのに対し，他者に
関連するものは5因子が見出され，自己よりも他
者に関連することがストレッサーとなりやすいので
はないだろうか。そして，それらのストレッサーの
解決のために，問題焦点型および情動焦点型のスト
レスコーピングを場面に応じて組み合わせるという
方法をとることが示唆された。一方で，中国の大学
生は，ストレッサーの内容そのものというよりは，
ストレッサーの存在を危惧し，考えられる対処方法
をさまざまに実行していることが示唆された。
最後に，中国の複合的コーピングである「対人意
識的自己維持」は，ストレッサーの解決よりもむし
ろ，自己の心理状態を保つためにあらゆる解決方法
日本・中国の大学生におけるストレッサーとストレスコーピングとの関連についての比較検討
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を試みるコーピングであることが示唆された。たと
えば，他者との接触を通して心のバランスを保とう
とするものや，他者理解を図ろうとするもの，一人
で過ごすことで気分を落ち着かせようとするものな
どが含まれている。これについては，ストレッサー
に直面した際に，あらゆる対処法を即時的に行い，
効率よく自己を保ちたいと考えるため行われるもの
であることが考えられる。このコーピングは，スト
レッサーの直接的解決につながらないことが予想さ
れるが，メンタルヘルスにおいては有効な対処法で
ある可能性が考えられ，これについては検討が必要
であろう。
今後の課題
本研究においては，日中比較という社会文化的観
点から，ストレッサーとストレスコーピングおよび，
それらの関連について検討を行い，両国での共通点
や異なる点についての知見が得られたと言えよう。
ところが，本研究ではストレッサーとストレスコー
ピングとの関連を調べるにとどまっており，それら
がメンタルヘルスとどのように関連するのかについ
ては明らかにしていない。このことを明らかにする
ことによって，自己形成においてストレッサーによ
りつまずきを示した青年に対して，有効な援助がで
きるであろう。そこで，今後はそれぞれの国におい
て，あるストレッサーに有効なストレスコーピング
がどのようなものであるのか，また，それらはメン
タルヘルスとどのように関連しているのかについて
の検討が必要であろう。
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